
今月の
　記念日

■ ツナ60ｇ、きゅうり20ｇ、切干し大根20ｇ
　 ドレッシング（淡口しょうゆ８ｇ　砂糖２ｇ　酢８ｇ 
塩0.8ｇ　ごま油８ｇ）

①きゅうりは、５ミリ×５ミリの千切りにする。
　切干大根は、水で戻し30ミリ幅に切る。
②きゅうり・切干大根をボイルして、冷ます。
③ドレッシングの調味料を合わせる。
④冷やした②とツナをドレッシングで和える。

材料（４人分）

作り方

切干大根のサラダ
交野市職労　国武　裕次さん

協力：現業評議会・給食部会

コリコリと食感を楽しめる
身体に優しいサラダです

ミックス。ミックス。
河内木綿の

伝統技術の復活に情熱を
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はたおり工房

おおさか自治体の仲間　2017年11月15日　第338号 ４５ 2017年11月15日　第338号　おおさか自治体の仲間

　正確には「非暴力・非服従運動」。「暴力は振るわないけれど、イギリスの言うことはきかないよ」と
いう意味で、「服従しない」という形で抵抗したということです。第１次世界大戦前後のインドは、イ
ギリスの植民地として支配・搾取されていました。イギリスに留学して、エリート弁護士になったガン
ジーですが、当時イギリス領だった南アフリカ連邦で人種差別を受けて、独立をめざして闘争を開始し
ました。武力を振るわず敵を憎まず、人徳の力でたたかったガンジーには多くの民衆が信頼を寄せ、イ
ンドの独立運動を成功へと導きました。

　世界の女性と女児の３人に１人は、生涯に一度、身体的暴力あるいは性暴力の被害を経験すると報告されてい
ます。女性に対する暴力は、人間としての尊厳を否定する行為で、決して許されるべきものではありません。女
性が暴力から開放された生活を送る権利は、国連女子差別撤廃条約（CEDAW）の一般勧告や女性に対する暴力
撤廃に関する国連宣言（1993年）で認められています。「女性に対する暴力撤廃の国際デー」は、1999年12月、
国連総会が定めました。11月25日という日付は、1961年ドミニカの支配者ラファエル・トルヒジョの命令によ
り、政治活動家であったミラバル三姉妹が惨殺されたことにちなんで制定されました。

無抵抗主義
「女性に対する
暴力撤廃の
国際デー」
11月25日

マハトマ・ガンジー
（1869年～1948年）

　

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
で
最
近
何
か
と
話

題
の
多
い
の
が
卓
球
界
で
す
。
６
月
の
世

界
卓
球
選
手
権
ド
イ
ツ
大
会
で
は
、
混
合

ダ
ブ
ル
ス
で
、
石
川
佳
純
・
吉
村
真
晴
組

が
つ
い
に
金
メ
ダ
ル
を
獲
り
ま
し
た
。
２

０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
新

た
な
種
目
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の

で
、
一
気
に
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
が
混

合
ダ
ブ
ル
ス
で
す
。
こ
の
混
合
ダ
ブ
ル
ス

を
題
材
に
、
家
族
で
も
、
カ
ッ
プ
ル
で
も

み
ん
な
で
楽
し
め
る
作
品
に
仕
上
が
っ
た

の
が
こ
の
映
画
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
、
卓
球
ク
ラ
ブ
を
経
営
し

て
い
た
母
の
猛
烈
な
指
導
で
天
才
卓
球
少

女
と
し
て
将
来
を
期
待
さ
れ
た
多
満
子
。

母
の
死
後
は
都
会
に
出
て
普
通
の
人
生
を

歩
ん
で
い
ま
し
た
。
会
社
の
卓
球
部
に
所

属
す
る
有
望
卓
球
選
手
に
失
恋
し
て
、
逃

げ
る
よ
う
に
田
舎
に
戻
っ
た
多
満
子
は
、

廃
業
寸
前
の
卓
球
ク
ラ
ブ
を
立
て
直
す
こ

と
に
。
集
ま
っ
て
き
た
卓
球
仲
間
と
全
日

本
卓
球
選
手
権
の
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス

（
ミ
ッ
ク
ス
）
部
門
へ
の
出
場
を
め
ざ
し

て
猛
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
多
満
子
と
ペ

ア
を
組
む
の
は
、
落
ち
ぶ
れ
た
元
プ
ロ
ボ

ク
サ
ー
の
萩
原
で
し
た
。
全
日
本
選
手
権

の
相
手
は
失
恋
し
た
元
彼
の
ペ
ア
。
多
満

子
の
卓
球
と
恋
の
行
方
は
…
。

　

映
画
の
最
強
混
合
ダ
ブ
ル
ス
の
ペ
ア
に

は
新
垣
結
衣
と
瑛
太
。
そ
の
ほ
か
脇
役
陣

も
実
力
派
の
個
性
的
役
者
が
ズ
ラ
リ
。
映

画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
に
日
本
卓
球
界
の
水
谷

隼
、
石
川
佳
純
、
伊
藤
美
誠
な
ど
の
選
手

も
登
場
す
る
の
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

上
映
時
間
は
１
１
９
分
。

恋
と
卓
球
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
コ
メ
デ
イ

糸
紡
ぎ
や
機
織
り
な
ど
の
体
験
が

　

「
石
切
駅
」
か
ら
５
分
ほ
ど
、
石
切
神

社
参
道
を
下
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
、

「
河
内
木
綿
は
た
お
り
工
房
」（
入
場
無

料
）
が
あ
り
ま
す
。
河
内
の
風
土
が
育
て

た
「
河
内
木
綿
」
で
棉
栽
培
か
ら
、
綿
繰

り
、
糸
紡
ぎ
、
機
織
り
、
染
色
ま
で
の
伝

統
技
術
を
復
活
、
継
承
し
２
０
１
５
年
７

月
に
移
転
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

河
内
木
綿
の
特
長
は
、
と
て
も
丈
夫
で

し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
た
め
、

足
袋
の
底
布
や
酒
を
絞
る
袋
な
ど
に
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
伝
統
技
術
だ

け
で
な
く
ス
カ
ー
フ
、
財
布
、
バ
ッ
ク
な

ど
の
風
合
い
の
あ
る
小
物
や
座
布
団
な
ど

の
新
し
い
作
品
も
製
作
・
販
売
さ
れ
、
糸

紡
ぎ
や
機
織
り
、
藍
染
め
体
験
（
一
部
有

料
）
も
で
き
ま
す
。

江
戸
時
代
は
木
綿
の
一
大
産
地

だ
っ
た
河
内
地
方

　

今
は
化
学
繊
維
が
使
わ
れ
る
の
が
当
た

り
前
で
す
が
、
昔
は
「
綿
（
棉
）」「
麻
」

「
生
糸
（
か
い
こ
）」
と
す
べ
て
農
業
生

産
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
生
糸
」

は
明
治
時
代
に
日
本
経
済
を
支
え
ま
し
た

が
、「
女
工
哀
史
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に

重
大
な
労
働
問
題
も
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

１
７
０
４
年
の「
大
和
川
の
付
け
替
え
」

で
、
旧
大
和
川
沿
い
に
生
ま
れ
た
河
内
の

新
田
で
は
換
金
作
物
と
し
て
棉
栽
培
が
一

気
に
広
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治
時

代
に
な
り
紡
績
機
械
が
導
入
さ
れ
る
と
、

繊
維
の
長
い
外
国

綿
が
使
わ
れ
、
繊

維
の
短
い
河
内
木

綿
は
次
第
に
衰
退

し
ま
し
た
。
東
大

阪
で
は
第
２
次
世

界
大
戦
前
ご
ろ
ま

で
は
、
今
の
河
内

小
阪
駅
菱
屋
付
近

で
も
河
内
木
綿
が

栽
培
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

河
内
木
綿
で
つ
く
っ
た

財
布
な
ど　
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